Nature, Wealth and usual production by 桂木 健次
1陶 然 一 富 お よ び 生 産 一 敗
種 木 健 次
l. 問題 の所在
人間は, 部分的にそ の本史を歩みはじめた現代社会にお い て も, 特定の 社会的形態 く資
本制 . 計画経済l の 下に , 共同く社会抑 労働によ っ て自然素材 くNatu rstoffl
- そ の
本源的形態における大地 くErde芸ter reI - から迂回的であれ なお多くの 素材的富を得て
い るo そ して は とん ど全部の 労働生産物と r人間の 労働 九 および 一 部の 自然素材は交換
の う ちに co mprendre さ れ て おり, それらを制御するもの はた で 商品 . 資本 による商品 .
資本 の生産だけ であるか の ようで あるo と こ ろが, 人間労働 く1abori Arbeitニ と自然素
材その もの は, 産業くindustryl の , 従 っ て 人間と自然との 素材交換 くStoffwecks elつ と
し て の 労働過程くArbeitsproze s sl の 本質的な二要因で あり, マ ル クス の 言葉を借りて 言え
ば, rく自鮒 素材の形態を変化させ る. . . こ の 形態変化労働その もの に お い て , 人間はたえ
ず自然力 くNatu rkraftl によ っ て 支え られ て い るJ の であるo つまり,素材的富くstoffliche r
Reich tu ml - 使用価値くGebr a uchsw ertう は こ の 二要因の結合したもの で あり, この富く使
用価値l の r産み の父J として の 亡有用和 労働 くndtzliche Arbeitl はその r母J で あ
る大地 くErdel, 人間の 協力なし に天然に 現存する物質的基体くein m ate rielle s Sub-
stratl - 自然素材とともに, い か なる社会的形態とも関わりの ない人間の 生存条件であり,
r人間と自然との 間の 素材変換 二 物質代謝J の 二要因である. マ ル クス は この点をすで に 折資
本論A の中で , や - 人間労働力能に重心をお い て であるが - そして こ れ こ そ本稿で とり
ぁ っ かう ー 論点で もあるが - 指摘しえ て い た
t
.
り
資本制的な商品生産と市場の経済制度といえ ども, こうした r - 般的 . 人 間的諸法別
く2 J
くallge m ein men schliche Ge setz eJ を有 し, か つ そ れから逸脱する ことは できな いo と
こ ろ で , 今 日, 経済学者の 聞か ら, こ う した r主体で ある人間と客体で ある自然とは ど こ
ま で も同じで あるJ とい う事柄から生じるr統 一 J にかかわるr生産 一 般 くProduk tio n im
allgem einenうJが 形態規定と して の学から区別 . 分離され る こ との 必要が言われ だしたt
t
r
l,
こ うした経済学に おける問題関J仁一は, マ ル ク ス が r - つ の 合理 的な抽象J と呼んだ理論課
題 - 現実の歴史的な生産段階, とりわけ資本制の もとにおけるそれ の体系的把握 - と
はある面で は逆行程をも意味するもの で ある.
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周知の ことだが, マ ル ク ス は商品生産と市場が つ くりだした特殊 . 歴史的な形態 - し
かも当時に お い て は西欧に 限定された - と して の 資本制経済制度の経済学的体系化を行
っ たの であり, そ こ で の 古典派経済学 へ の学説的批判にお い て , r生産の 一 般的条件J と
して の 素材的富の生産に かんする諸命題とは本質的に 区別された特殊形態の経済メ カ ニ ズ
ム に かかわる経済学的諸 カ テ ゴ リ ー を定立させ たの である. だが こ の こ とは, マ ル ク ス が
な にも こ の時定の型の経済をも制約する生産 一 般 く素材的富の生産に おけ る人間と自然と
の 物質代謝l の 意義を軽視ない し捨象した ことを意味しな い. マ ル ク ス は, 彼 の視野を素
材的富生産 く使用価値生産う と価値生産, ある い は労働過程 く物質代謝l と価値増殖過程
との 統 一 に おき, 後者 の援済的形態規定を明示することの ため の 前提的な理論作業と して
両面に わたる区別と統 一 を古典派経済学 へ の批判的検討にお い て 行 っ て い るo
と こ ろ で, 古典派の 中にお い て も, ス ミ ス 肝諸国民の富A における交換と分業の 原理体
系を純化させ て 資本蓄積論として の 価値体系 . 経済学的諸カテ ゴリ ー をあみ出したリカ ー ド
ウとは別に, 異端者シ ス モ ン デ ィ は, 基本的に素材的富 く効用l, とりわ け生活必需品お
よび便益品の生産と公正な分配 に関わ る r 社会の均衡J に立脚し, そ こ から商品価値の 生
産と市場に よる分配にお ける不均衡の問題性を考察 したo こ の彼の 方法論は, 経済本質論
的か つ比較経済史的なア プ ロ ー チ を特徴として おり, しかも徹底して勤労賞民 く労働者,
農民l の福祉実現の政策体系を打ち出そうとして い た
t
.
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シス モ ン デ ィ は, 18 3 4年 に発表した論文 r 工業における勤労者の状態に つ い TJくRe vue
m e n s uele d,丘conomie politique, 7. 8, 1 8 3 41 お よび 肝経 済学研究A くEtudes s u ,
舜
1
,占c ono mie politique, tem e 1. 2, Paris, 1 8 3 7- 3 8. l へ の r序 削
く51
の 中で , 市場向け
産業の発展に伴う富の増加と貧困の 増加という二律背反を富とその 分配の 問題とし て考え
て検討 して い るo 彼は, r経済学の 諸問題の 中で 最も重要で あると思われ る こ とJ は r自
らの労働に よ っ て富の 創造に貢献する者の 間で 富が満ちわたらせ る幸福の 分け前J の 問題
で あると考え る
t
o
6J
イ ギ リ ス の 工業労働者が要求して い る労働組合 ぐtrades, u nionl, 1ノ ヨ
ン くフ ラ ン スプ の暴動は ヨ ー ロ ッ パ を包む危機の 一 端 であり, それは財産の 差別 . 階級 の
差別と いう r所有の 問題J であ っ て, 深くr章楓 道徳的進歩に と っ て最も望ま し い富の
分配J の 形式に かかわ っ て い るご,
古典派 にお い て , 富くwe alth芸richessel とは チ エ ル ゴ ー , ス ミ ス 以来, もともと実体的
く物抑 な経済力 テ ゴ リ ー で あり, 国民の生活に根ざす欲望と有用性, 死活的な重要性をも
つ r生活必需品および便益品J, 人間 の 健康にかか わる r衣 . 食 . 住J を さし て い たごユリ
カ ー ド ウ の場合は, 富と価値の 区別を自覚 しなが らもなお, 富裕の 尺度を富とは区別され
て 貨幣性をも つ市場価格に 求めが ちで あるが,
tlOJ
古典派全体とし て の 富概念は, 次の マ ル サ
ス の定義の うちに認められようo r富とは人間に必要な . 有用な . ま たは快適な物質的対象
物で あ っ て , それを占有したり, 生産 したりするの に 一 定の 人間の 努力を要したものJ三1 り
こ も で は, 有用なもの C 効用二 使用価値をもつ ものl 全てが必ずしも富とはみなされ て お
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らず, 空気 . 光 . 雨など - 今日 で い う自然的環境として の対象 軌-I
- は捨象されるo ま
た, 非物質的な対象物とも区別され て い る.
と こ ろが シ ス モ ン デ ィ の場合, 富概念は古典派 一 般 の さす物質的対象物か つ 労働生産物
か つ有用物のみを意味しな い o r人 間が享受を望む物質財を金橋成員の ため に生産する人
間労働の全生産 軌 をさ し, 生活上の 物質財の 享受 く肉体的享楽の享受1 および精神財の
大半 偶 神的享楽の大半1 が含まれて い る三
12,
そ のうち物質的富は人間の生活と健康にかか
わり, 全構成員の 最大の 幸福の 保障, 人間の欲望とその 発展に供して おり, そ れは活力
.
余暇 . 精神上 の 健康を規定して い るo r人間それ自身が富に属し, ある いは富は人間に属
し て い るJ ことが らで あ っ て , こ の 際, 富 は r人間の 状態の修食削 r人間と所属する物と
の 関胤 , すなわち r人間の労働が生産した物の 豊富さJr人間の欲望が消費する物の豊富
さJ で なければならな い o こうし て , 諸国民の 富とは r社会 くco m m u nel の 幸 胤 に 関
する定義であり, r 真に豊かな国民J の言葉は r亡人間の労働が生産し人間の欲望が消費す
る物のj 豊富さが 貧者も富者に も最大 の 物質的享楽をもたらしうる国民J をさすの で あ
ると13,
シ ス モ ン デ ィ の こ の富把振にお い て は, ス ミ ス 以降の 実物財として の 概念
- 生活必需
品お よび便益品 - を踏襲し つ つ も, r欲望の充足J すなわち効用 くutilit占1, 使用価値の
意義が強め られ, ボ アギ エ ペ - ル お よ びJ. B . セ -
く川
に表 わさ れた大陸系経済思想が認め
られるo こ れ ま で の学説的常識に と っ て, 富 くrichessel を効用 くutilt占I に関わ らせ る
富の把握は, す で に リ カ ー ド ウや マ ル サ ス に よ っ て 斥けられた学説で ある の だが,
t151
シス モ
ン デ ィ の富把握は, 形態的な意味 汀第二次富, 商業的乱l とは区別された実体的な意味
くr第 一 次的乱 j を内容にも つ以上, すぐれ て こ うした大陸系の富概念との 共通根を有し
て い るo つ まり, ス ミ ス - リ カ ー ドウ . マ ル サ ス の系譜で は生活必需品お よび便益品の計
量あるい はその 生産の 難易の 測定の 如何 く実物と価値との 区別と関勘 が焦点をな して い
たとすれば, チ エ ル ゴ ー く- ス ミ ス ーl ボ ァ ギ エ ペ
- ル . セ - の 系譜で は, その 実物的内
実と質の面が重視され て い た. セ - は, r人 間の さ まざまな欲望を充足させる ことの 出来
る事物の も つ能力仁二 効刷 J こそ富の 本質で あるか ら, r生産は物の創造では決してなく,
効用の創造で あるJ とみて r効用の 創造もしくは増大があると ころに の み真の生産があるJ
と述 べ て い る
C
o
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こうして セ 一 に お い て は, T物が通常か つ 自然の 状態に ある場合J, 従 っ て
生産と消費とが均衡して い る限り, そ の物 の r価値 くv ale a urlJがその物の もつ 効用の尺
度と なりうるの で あ っ て , 効 用と価値と富とは同義を意味すると言うの で ある
C
o
m
従 っ て ,
富を生ずるの は r労働の行為Jく人間の勤労l, r自然の提供する諸要乱 く空気
. 日光 . 水
などj の 作用, お よび r資本の作 削 との結合による の で あり, 人間労働 く人間の 勤労と
以 前の勤労の生産物たる資本の作 即 の外に , こ う した自然的要因 C r自然的乱 l が富の
生産に 欠かせな い と いう こ と に なるo 勿論, こ の場合, こ の富 の価値に お い て実体 く効用
t18 1
な い し使用価値コ と形式 く交換価値J とは均衡もしくは パ ラ レ ル である o
2 3
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シ ス モ ン デ ィ は, 効用 く使用価値l . 本質価値 くv aleau r intrinsbquel あるい は富を交
換価値規定から厳密に 区別 した限りで は マ ル サ ス や リ カ ー ドウ の言う r 本質的相違J を看
過して いな い . 日くo r 人間は 自らの労働に よ っ て土地からその 本源的な富を獲得 したo
- . . . . ,交換が始まり, そ れ は 仁使用コ 価値 くvalea ur1 の あるもの全て , 亡使用コ 価値を生む
もの 全て に拡張したo 交換は, 労働の 産物は勿論, 互酬 くser vice mutu eり や勤労くtrav -
eau xl をもとらえ, それ らに 一 つ の 新し い富の形式と増進を与え たの で あるo こ の 新しい
富はそれを生産した もの の必要 くbesoinl に よ っ て で はなく, こ の者が交換を行うことが
で き, 取引をなす こと の で きる全て の人 々 の 必要に よ っ て 測られ るもの で あるo 故 に , わ
れ われは こ の富を商業的 くc om me,cialel と言うJ
C
.
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と こ ろで , 商業的富 くこ 商品l の価値, 相対価値 くvaleaur relativel は必要 . 効用 に
ょ っ て で はなく して, r見えな い未知の 丸 く交換 一 市場l によ っ て規定され て い る
t
o
20J
この
交換価値, 市場価値として の 商業的な富の 限り, 自然的要因 く自然的富l はその 価値形成
と増大とに無関係で あるo シ ス モ ン デ ィ は こ の こ と に つ い て後 に く1 83 8年 の著書でl次の
よう に触れ て い るo r使 用価値 は労働から独立して いるが, 交換価値は労働に よ っ て測ら
れ るJ. r疑 い もなく富の真の 評価はそ の効用や享楽に よるo . I . . . .亡だ がコ交換価値は効用か
ら引き出される の で はなくて, 全社会の必要とその 必要を充すため の労働量, ある い は将
来に て充たすことの できる であろう労働量 と の関係から引き出され るJ
C
o
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マ ル ク ス は, こ うした シ ス モ ン デ ィ の 富把撞をどう読み違えた の か, 彼が r自己目的と
して の人間自然の 富J の発展と r 個人の 福祉J を対立させ て r 種族の 発展J を引藩とめる
ことを主張して い る類の人物の例として い るの で あるが三
22,
シ ス モ ン デ ィ は決して こ の類の
主張を行 っ て い な い o 彼 は言うo 従来 の 亡二 古典派正統のコ 経済学は市場を通した . 交換
価値に よる富の生産と増大, 資本蓄積の みに関わ っ てきたo rわれわれ 亡二 従来の 経済学j
は これ らの 資本が人間に 労働を与え, 人間をあまねく豊か にすると教え, 常 に資本の 増大
■ ■ ■ ■
を繁栄, そ の破壊を災害と呼んだJ. だ が しか し, 資本はそ の 事境と増大 く流通資本の 一
部の 固定資本 へ の 代替1 に よ っ て , まさ にそ の 社会の 資本の蓄積とい うこと によ っ て, r社
会の 生産との 問の 均衡Jくr生産と消費, 資本とそ の 労働需要, それ ら に よ っ て生ず べ き所
得との 間の三重の 均衡J lの崩壊と回復の 経済過程, 貧富 の両極化く圧倒的勤労 階級 の困
窮, 所得収奪, 生活 の不安定l を生じて い る
t
o
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シ ス モ ン デ ィ は, 政府 の 政策に よる f私的
利害 へ の 公共的利害の対置J - r労働者に つ い て社会が擁護す べ き権利の 原理J - r正義
の原理J の浸透に よる漸進的改革 - を強調するが
C
,
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そ の際, 再建す べ き生産組織とは効
用 . 必要 の原更別こ よるもの であ っ て , こ うした社会的均衡に沿う べ く政府が市場 . 資本蓄
積過程の制御を行い 介入することの 必然を主張したの で ある. r私はた で立法 の 漸 進的か
っ 間接的な諸手段, つ まり雇主をして労働者に こうむらせる害悪に つ い て全責任を負わせ
る両者間の完全な正義の 実行を要求するJ
C
o
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シ ス モ ン デ ィ に お い て , 真実価値 く使用価値l と相対価値 く交換価値l との 区別は, 坐
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産と所得分配を効用 . 必要 に 応じ て行うか又は労働 く卦 に応じ て評価するか の選択にか
かわる意義を も っ て い た, と言え よ うo 必要 に応じた評価を行えば, 土地もしくは自然と
労働はともに積極的に富を形成する要因とし て評価される
t
.
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社会的富とし て の 物質的富
は, た しか にリ カ
ー ド ウ や マ ル サ ス の 言うとおり, ト 定 の人間の 努力J く労齢 を要した
もの で はあるが, しか しその 場合で も人間労働は 卜自然的要 乱 によ っ て 支持され て い な
ければならな い はずで ある. だが , こう したr自然的要因J く今日 の 言葉で いう自然環境財l
は, 貨幣性をも つ富, つ まり交換価値 . 市場で 評価され る物質的対象物で はな いo しか し
これが失われた とすれば, 代替又 は回復の ため に 生ずるで あろう貨幣的支出く社会的費用l
をも っ て部分的に の み計測し市場経済の うちに内部化することが可能で あるに すぎな いo
こうした自然的富, 自然そ の もの が必要の原理 に 基づく人間の 生活 亡存コ くLebe nI, 福祉
くwelferel, 幸福 くhap pines sl に欠く べ からざる効用 . 使用価値を有する ことは今日 で は
すで に自明で あるo
本稿で は, 自然の も つ経済的意義を解明するに先立 っ て , マ ル ク ス の r生産 一 般J論 く使
用価値論 . 労働過程論l に注目し, あ わせ て その学説的な評価と再吟味を試みたo
く註l
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榊 シ ス モ ン デ ィ の r土地 の 富J 把握, 拙稿 rシ ス モ ン デ ィ 再生産論の 一 側 面 - 穀物 条例論 に関
連して - J, F経 済学研究A, 第41巻第 6号, 近著 F逆射の 中の 経済学A 参頗 .
2. マ ル クス の自然把撞
くiン 冒頭商品論における使用価値論
マ ル ク ス に と っ て生産 一 般もしくは使用価値の生産を経済学の いかなる契機と して 論じ
るかは理論展開上の 一 つ の 大きな ア ポリ ア とな っ て い た三1,こ の 論点に かん して佐藤金三 郎
教授はか つ て次 の よう に 触れ て お られたo rマ ル ク ス が 当面解決をせ まられた問題とは,
ま さ に リカ ー ドウ が予盾におちい っ た問題, すなわ ち経済学における使用価値の 契機の 問
題に他ならな いo 富の 質料的 亡二 葉材的コ 内容をなす使用価値は, 人間生活の あらゆる社
会形態に ひとしく共通するもの で あり, したが っ て経済的形態規定をなんら表現しな い .
だから, それ の 考察は元来経済学の 範囲に属さな い o しかる に他方で は, リカ ー ドウ の 例
に 照らして もあきらか なように , r使用価値そ の もの が経済的形態それ じしん の う ちに は
い り こむJ ことがありう るo で は, こ の 二律背反はどう解決さる べ きかo マ ル ク ス の与え
た解決は. . . リ カ ー ド ウの ばあい の よう にr価 値と富 との絶対的対立J で はなくし て , r価
胤 を r使用価値と交換価値との統 一 J と して把握する こと 亡で あ っ たコjo
2,
佐藤教授の 指摘された如く マ ル ク ス は, 肝要綱A の r貨幣に 関する章JS. 6 3 でr生産物
が商品にな るJ と述 べ て生産物を商品力 テ ゴ リ ー と区別 . 前提させくr生産物 一 商品J なる
定式l, r資本に関する章J S. 2 2 6 では - プ ラ ン として r第 一 篇生産 一 般 に 関 して くVo n
de r Pr oduktion 註be rha uptlJ と r第二篇の 第 一 篇交換価値 一 般 に かんしてJ と別個に先
行 して論じる べ き ことを呈示し, r使用価値と交換価値の 統 一 J とし て の経済的形態規定
- r流通に関する章Jく第二篇l は商品もしくは交換 価値 一 般 か らは じまる こ とを述 べ て
い るo ま た 軒資本論A で も, 資本の 内容と して の 生産過程に つ い て論じ出して い る第三 篇
r絶対的剰余価値の 生産J の 冒章く第5章j冒節で r全て の 社会形態に等しく共通したJ 労
働過程を次節の r価値増殖過程J よりまえ に 出発点とし て措定し論じ て い る くそ こ で はま
だ r資本の 内部に お い て ひと つ の 過程とし て , す なわ ち資本の素材の内部で生 じ資本の 内
容をなすところ の 過軌
く31
と して は論じられ て い な いうo こ の よう に マ ル ク ス に と っ て は,
富 の素材的内容をな し, あ らゆる社会形態に 固有なく共通 な汀使用価値J r労働過程Jr生産
一 般J と いう規定は, 商品 . 貨幣 . 資本とい う経済的形態規定の学的体系に と っ て い かな
る位置を占めるかは重要な意義を有して い たの であるo
マ ル ク ス は こ の ア ポリ ア の解決を次の方向に見出して いる . r経 済学 は, 富あ る い は富
26
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の 生産の 特殊的 . 社会的な形態に 関わり合 っ て い るo 富の素材は, それが労働の よう に主
観的なもの で あろうと, あ る い は自然的又は歴史的な諸欲望の充足の ため の対象の ように
客観的なもの で あろうとも, さ しあたりはあらゆる生産時代に共通 に あらわれ るo 従 っ て ,
こ の 素材はさし当りはたんなる前提と して現われ て おり, ま っ たく経済学の考察の 外に あ
るの で あ っ て , それが形態諸関係に よ っ て変容されるか, ある いは形態諸関係を変容する
もの として 現われる場合に の み, は じめて考察の範囲に は入るの で あるJ
t
o
4 1
こ うして 彼は
結論づ ける. r市 民的富が 自己を表現する最初のカ テ ゴ リ - は商品の カ テ ゴ リ ー で ある.
■ ■ ■ 書
商品それ自身は二 つ の 規定の 統 一 と して現われ る. 商品は使用価値, すなわ ち人間の欲望
の なんらか の体系を充足する対象で あ るo こ Ti で の使用価値は, 相違した生産時代に共通
にありうる, 従 っ て経済学の 他岸に その考察をおくと こる の , 商品の素材的側面なの で あ
るo I . .商品 の使用価値は与え られた前提で あり, 一 定の経済的関係が自己を表現する素材
的基体 くdie stoffliche Ba sisl で ある. 使用価値に 商品の格印を押すの はまさ に こ の 一
定の 関係な の で ある. . . .交換価値の 担い 到
t
o
51
こ の 商品把握そ して 阿資本論A 冒頭の 商品規定にお い て , r使用価値はリカ ー ドウ が行 っ
た よう に単純な前提とし て死んだままで いるj
6,
の で あろうかo
宇野教授く故1 は, 町価値論A の序論 r商品に おける使用価値J の 中で , マ ル ク ス の 言う
r使用価値と交換価値の統 一 J と し て の , ある い は二要因からなるもの と して の 冒頭 商品
の規定に つ い て次の ように批判的 コ メ ン トを行 っ て い る. r商品はまず な に よりも第 一 に
価値 で あり, す べ て質的に 一 様 で単 に その 量を異にするもの にすぎな いo I , .もち論, 商品
が r外界の 一 対象物J と して , し かもr人間の なん らか の 種類の欲望を満足せ しめるとこ
ろJ の物 で あると いう ことも疑い えな い . それは商品が生産物と共通に有する性質であるo
したが っ て われ われ は, 商品の使用価値をそのま Ti 抽象し て たんなる使周価値として の規
定を与えたからと い っ て , 商品に かんするなんら の規定をも与え られた ことに はならない o
I . .商品の交換価値の に な い手 とい う 亡マ ル ク ス の与えた意義づ 桝まコ, 決 し て 単 なる使用
価値で はな い o . . . か か る使周価値はすで に 商品の 使用価値を前提とするもの
一 .
. 商品 に お い
て価値とともに ある使用価値で あ っ て, 商品か ら価値を捨像した使用価値その もの として
の使用価値で は な いJご,
つ まり, 故宇野教授に おける理解は, 卜商品に お け る使用価値J とは所有者にと っ て の
使用価値が否定され て い るか ぎりで の消極的規定, 逆 に他商品所有者に と っ て は積極的な
規定で あると い う特殊な意義をも つ もの で あ っ て , こ う した特殊的使用価値 く商品形態l
が同時に社会形態を問わな い 帽 の 素材的内乱 をもつ , と い うと ころ に あろうご
っ
こ の故
宇野教授ない し宇野 シ ェ ー レ の 理 解は, マ ル ク ス 匠経済学批判A で の 規定 - r経済的形
態規定に た い し て無関係な使用価値, すなわ ち使用価値とし て の 使用価値は, 経済学の 考
察範囲の外に あるo 使用価値が その 範囲内に は入 っ て く る の は, 使用価値がそれ自体形態
規定で あるばあいだけであ る. 直接 に は使用価値は, 一 定 の経済的関係で ある交換価値が
27
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表示されるため の 素材的土台で あるJ
くg L に よ っ て補 われ るならば, 帽 本割 に おける冒
頭商品の 規定 に 要因論l の r あい ま いさJ を指摘したものと評価でき るで あろうo
こ う
した指摘は, リ カ ー ド ウが行 っ た使用価値規定の捨象を マ ル ク ス が ど こ まで 止揚し
て い る
かを解明する上で重要で あるo
リ カ ー ドウ の 場合, r効用 亡二 使用価値コJ は交換価値に と っ て r絶対に欠く
べ か らざる
もの で はあるが, そ の尺度で はな いJ とし, r効用 を 有するJ 素材的土台
- 担 い手たる大
半の諸財の 交換上の価値を決定するもの はた で r相対的労働量J で あり, そ の財 の r生産
中難乱 に依存すると い う こ とで 十分で あ っ たo 使用価値もしくは効用
の 規定は価値に つ
い て の , 従 っ て 分配を左右する法則を決定する経済学の定義とは区別された r富に
つ い て
の 記述J に属する事柄で あ っ た
t
o
tO l故事野教授の 理解くマ ル ク ス 商品論の再構成l はこうし
た古典派の理解とは違 っ て い る ことば自明だが, 冒頭商品に含まれる, 従 っ て経済学の考
察範囲に入ると ころ の 使用価値を r他人の有用対象で ある労働生産 軌 の意に 限定 し, 従
っ て r交換価 胤 の素材的担い手た る鉄 . 小麦 . ダイ ヤ モ ン ドの ような r商品別
二 性 産
物として の 使用価値J そ の もの で は なくして r他者の欲望対象で あるJ と
い う限りで の機
能側面 卜 定の 関係の格印を まとうl に限定 して い るo マ ル ク ス の い う冒頭商品の
一 要因
た る鹿用価値とは, こ う した理解とは異 っ て い て や - あ いま い で, rその 属性によ っ て人間の
何らか の 種類の 欲望を充たすとこ ろ のJくその 属性 によ っ て条件づ けられた有用性をも
つl
ト つ の外的対象物く物うJ
く11l
で あり, か つ 憎 働生産物の 使用価 胤 なの である
t
o
12I
こ う した論点はさ てお い て, こ 1 で は マ ル ク ス が考察対象か ら
- まず捨象する対象物
惑マ
ー 従 っ て 商品範噴から外に出る使用価値
- が何で あるかをみ て お こうo それ は, くiン
r価値である ことな しに使用価値で ありうる 軌 , つ まり r 人間に と っ て の そ
の物 の効用が
労働に よ っ て媒介され て い な いJ 場合で あるo 例えば, r空克
. 処女地 . 自然の 草地 . 野生
の 立木などJ
く131
で あり, こ れ らは商品範時の 一 要因をなす使用価値に含まれて い ない o
つ
まり商品の 一 要因た る使用価値とは 柑 然に は現存しない 素材的乱 たる r上寂
. 亜麻布
などJ であ っ て, r人間の協力な しに自然に 現存する物質的基胤 く自然素榔 を人間が 己
れ の r特殊な欲望に 適合させる特殊的 . 合目的 . 生産的な括凱
二 労働 によ っ て r形態変 仙
もしくは 頂 材変 乱 させ たもの の み で ある
t
o
14I
こ の くiン の 使用価値に壊するもの として
採取産業が自然か らとり出したままの魚 . 鉱石等が あるo
くiiB r商品で ある ことな しに 有用であり, また人間の労働生産物で ありうる軌 , すな
ゎち 帽 分自身の欲望をみたすJ ため に自分で 生産した 柑 分の生産 軌 も商品範時
の外
に出る使用価値で あると
15 ,
さ ら に , こ れ は エ ン ゲル ス が脚注追加した く第4版l ことだが,
くiiiン 他人の ため に生産されたとして も例えば中世の農民が生産した r封建領主のた め
の 年貢穀 軌 や r僧侶の ため の十分の
一 棟穀 軌 の ようなもの , すなわち r それが使用価
値として用だて る他人の 手に 交換をとおし て移譲させえ な いJ 生産物
く16I
もまた商品の 使用
価値で はな い.
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っ まり, マ ル ク ス が冒頭商品の使用価値から除外した使用価値, 絶対 に 商品体となりえ
な い ほ た労働価値論の 適用外に あるl 外的対象物には, く iニン 大地 く水を含むl
. 採取
産業の 資源とい う自然その も の , くiiy自給生産物 およびくiiン贈与材-
- --エ ン ゲ ル ス の
補注 - が あげられるo くiニンに つ い て マ ル ク ス は それをr外的自然Jとも呼び, 経済学的
にO r生活手段の 自然的豊副 つ まり, 土地 の豊ぎ ょ性
. 魚類の 多い河海など, 令 r労働
手段の 自然的豊 副 つ まり, 落流 . 航行しうる河川
. 材木 . 金属 . 石炭, の 二分輯にお い
て見て もい る
L
o
17フ
い ずれ にせ よ, くiニン - くiiニン の全て は人間の生活にと っ て有用性をも つ
が, r樹削 と いう ト 定の 関胤 を賂印され て い な い o こ の うちくiンは
セ - が 柑 然的
乱 , 古典派正統が 柑 然的安臥 と呼んだもの で あり
t
,
18 1
くiiンは本来的に ス ミ ス や シ ス モ
ン デ ィ が r本源的割 と呼び, くiiiニンとともに , 近代的賃貸小作制や本源的
. 資本制的蓄
積に先行 . 併存 してみ られる農耕 二 生産様式の産物で あるo ま たくiiiンには シス
モ ン デ ィ
が 卜互 弧 と呼んだもの や近代に おける租税制など の再分配効果や将来の 私有財産を基礎
に しな い経済制度における贈与財の 全て が含まれよう. そ して , くiiンと くiiiンはとも
に
ア ダ ム . ス ミ ス 以降 の 交換 と社会的分業を通じ た商品生産 とは区別さ れ た社会的生
産 に 属す る使用価値 く労働生産 榔 で あ る o 商品 に 転化 した使用 価値 もまた, もと
もとは こう した使用価値 く労働生 産 榔 で あ っ たの で あるo そし て , く o B 商品の使用
価値, くiiンと くiiiンと いう交換経済とは違う
一 定の 佃 会的生乳 に おける使用価値,
ぉ よびくiD 自然それ自体の 使用価値とか ら卜使用価値とし て の 使用価胤 の総体が抽出
され て , 前出の r第 一 篇生産 一 組 に お い て措定されるはずであ っ た ろうo こ の篇 く生産
過程 一 般もしくは生産にか んする章1 は, r客観的には結果と して の生産物をもっ て 終わるJ
こと に な っ て い た. そ して , 生産 一 般 が社会的生産として 全面化して支配的と な っ て い る
の は, 共同体的社会で あるか ら, 経済史的 - 歴史認識的に は, 資本関係の形成又は本源的
蓄積に 先行する共同体 . お よび将来の コ ン ミ ュ
ー ン 社会 偵 同体l が解明される必要が あ
るの で ある
t
.
191
っ まり, 生産 一 般 は r技術学的過程
- その ま - の もの と し て の 生産 過程
- Jr 卜 定コ 使用価値の 生産過 軌 であるo r身体が 必要 な物質代謝を再生産し,
つ ま
り生理学的な意味で の 生活手段を創造するため の生産過 軌 なの で あるご
o,
故 に マ ル ク ス
は , こ の生産 一 般 性 産過程 一 艇 が r地球の公転と結び つ い たJ 自然時間をも
つ 農業の
再生産と 一 致 して い る こ と, 歴史的な社会的生産と して は共同体内部の生産に原型をみだ
しうる
t
,
22 1
と述 べ る の で あるo
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くiiン 労働過程論
マ ル ク ス は, 佐藤教授が指摘され た こと で は.あるが, 肝経済学批判A および肝資本論A の
経済学をそれ自体形態規定で ある使用価値, すなわち商品体をも っ て出発させた . だ が,
マ ル ク ス が r生産一 般J を こ の r流通 に 関するJ 経済学に さきだ っ て 説明しようとした今
一 つ の 広義の経済学構想を いだ い たの は, r労働過 軌 の分析に お い て であ っ た
t
.
ll
r その 内
容か らみ て の 資本の 労働に対する関連 . 対象化された労働の生きた労働に対する関連はj,
. . . 一 般 に 労働の 自己対象性 . そ の素材に た いする関係 Cdie Beziehu ng der Arbeit a uf
ihre Gegenst畠ndlich keit, ihr e n Stofflで しかありえ な い の で あ っ て - くこれは交
換価値の 章に先立ち, 生産 一 般を取扱う べ き第 一 章 です で に論じられ るはずだがl
-
,
活動とし て の労働と の 関係で , 素材 . 対象的労働はた で次 の 二 つ の 関連を有するのみ であ
る. 仁1j 原材料の 関連, すなわち形態の な い 素材の 関連, 形態を与える . 労働 の合目的的
な活動にと っ て の 単なる材料の 関連, 仁2j お よび, 労働用具の 関連, すなわち主体的活動
がそれ自身と対象との 間で その 主導者とし て白か ら対象を押しう どか して い ると こ ろの そ
れ自身対象的な手段の 関連とで あるJT
r労働過程J の 分析は, マ ル ク ス をし て生産 一 般論を構想させ た契機で あ る. の み なら
ず マ ル ク ス は, 経済的規定とは無関係な自然素材を人間の 労働力能 . 活動とし て の労働と
の 関連で 亡1コ 原材料および 仁2j 労働用具又 は手段と して とりあげる こと に よ っ て , 労
30
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働過程 - その 目的に対する結果とし て の生産物との 関連で
いうと生産過程 一 般 - が 持
っ 歴史貫通的な 一 般性を浮び上らせえ たo 帽 本副 第
- 巻 の第五章第 一 節 で言うo r使 用
価値又は財の生産は, それが資本家の ため に 資本家の統制の もとに行われる
こと に よ っ て
紘, その
一 般的本性を変じな い o だか ら労働過程は, さ し当り, どの 規定された社会的形
態に もかかわりなく考察されるjc
3,
と い うの も労働過程は, 順 用価値の生産を目的とする
ため の活動, すなわ ち我々 に 必要な外的対象の取得Jで あ っ て , r人間と自然との 問
の 素材
交換の - 一 般 的条件 い その人間生活にお い て は全ゆる社会形態から独立
して い るか , もし
くはむ しろ, 全ゆる社会形態に等しく共通した人間生活に と っ て物質的に 必乳
なの であ
る
t
.
4J
と こ ろ で, 経済学の 考察範囲に おける労働過程とはあくま で もr資本 へ の 労働の従属J
に よる . 資本 の生産過程として の . r資本家に よる労働力の 消費過軌 として の労働過程
で あ っ て , そ れ は, く11r労働者が彼の労働の帰属者たる資本家の統制の もとで 労働するJ
こと, く2 H 生産物が資本家の所有物で あ っ て , 直接的生産者である労働者の 所有物で は
な いJ という 二 つ の r独自な現象J を呈 して い るo 資本家は, 生産手段くP ml
- 原材料
ぉよび労働用具 - の み な らず r労働力くAIJをも商品姿態で 購買し, そ れら の商品の 使
用は商品の購買者たる資本家に属するo 資本家は, 性 きた酵母 として の労働 そ
の ものJ
くr労働者の も つ労働力の 使用価胤 , r労働力の使用 たる労 軌j をやはり彼に属する r死
んだ生産物形成要素JくPmlGこ合体させるの であるo こ こ で は, 原材料および労働用具
-
根源的に は大地として 一 括 され る自然素材
- お よび人間の 労働力とい う自然とが r商品
化 し, 資本家に よ っ て 私有され て い る こ とが論理的に措定され て い るの で あ っ て , 労働
過程は 憎 本家が購買した諸物の間の , 彼 に属する諸物の 間の
一 過 軌 とな っ て い る
t
o
61
っ ま り, 経済学の 対象範囲として の労働過程は, 卜資本家的形態の 下に ある商品生産J
の
過程に おける価値形成 . 増殖過程と統
一 し た労働過程で あるY
,
それ は, 商品の使用価値が
交換価値の 担い手で ある限りで の素材的富の 内容をな して い る の と並行して , そし
て こ の
点 マ ル ク ス 自身も必ずしも明確に規定しえたとは言え な い の で あ るが, ト 般的
な . あらゆ
る社会に共通 な労働過軌 二 生産
一 般 がまるどと に 資本に よ っ て包摂 され て い ると い うよ
ぅなもの で はな い o もともと, 帽 本劉 第三 篇第五章第
一 節 く仏語版第三篇第七草第 一 節l
に おける労働過程の定義は, 価値形成過程 . 価値増殖過程 く仏語版で は 偶 余価値
の 生
産Jl とい う生産過程の経 済的形態規定とほ無関係な定義をもち, こ う した労働過程
一 般
の定義は商品と資本の 生産過程の解明にと っ て 必要な前提と して狭義の 経済学の考察範囲
の外に あるもの で あるが, 他方, 資本の 生産過程に入 っ てくる労働過程は, それ自体
一 定
の r形態規 乱 であ る場合に限定され て おらねばならな い はずで あるo
暇 靴 に あ っ て マ ル ク ス は, 資本 に rJiR み込まれたJ こうした労働過程を 憎 本と資
本の使用価値と して の労働と の 関風 として 考察しようと したo 憎 本の 内部に あ
っ て , 資
本の 素材の 内部で進行し, そ の内容を構成する
一 つ の 過程j.
8,
そ こ で 決定 的に意味をも つ
31
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の が , r労働亡力jの 使用価値J で ある. r使用価値とし て の 労働亡カコ は資本に と っ て の み
の もの で あり, 資本それ 自体の唯 一 の 使用価嵐 すなわち資本がそれ に よ っ て価値増殖す
る媒介的活動で あ るJごンリカ ー ド ウ の場合くシ ス モ ン デ ィ に も言え るがl, T資本が そもそも
価値とは異な る経済的規定J で ある ことに 気付い て い たが, そ の特有の形態規定に お い て
考察せん とする際に は r その 素材的実体たる原材料等Jくr単なる労働用具又は労働材料Jj
の素材的姿態の 把捉に あともどりして い るの で あると1
0,
マ ル ク ス の 把握は こう であ るo r原材料お よび労働用具J 自体は, 諸価値の 実体と して ,
rそれ自体すで に対象化された労働J く生産物j で あるが, こ れ が再びr生きた労働J との
関係で原材料お よび労働用具として 現われ て い る三-
1,
こ - で の形態規定の 消滅はあくま で も
仮象で あるo マ ル ク ス は こ の こ とを r資本とし て の 資本Jく資本 一 般I の説明とからませ て
解明するo 資本はまず貨幣とし て . 労働者に た い する処分能力の購買行為として . 資本が
資本となる過程をもたらすため の 手段として , 労働者に対立する三
12,
G - Wく藍o 資本が
資本になる の は, こ う し て えた r労働亡カコの 消費J を通じて労働者 に 関係するこ とで あ
るo こ の ことが r労働の資本 へ の Anein u ng, E in verleibungJ, 生産過程で あるo wくim
. . , .I
.
.
.
fi
t
,
.
.
, . . . .w
,
o こ の 過程で , 資本は絵体として は生きた労働 ト Alが対象化された労働fPmlLZ-コ 1
と して の 自分自身に 卜単なる労働の 対象J として の 自分自身に 関係するo 資本 の生産過程
は r 生産そ の ものJ と現わ れ るo つ まり, 資本は 労働 と 区別 さ れ た形で はた で r物質
くM aterielJく原材料と労働用具l という素材的規定性だけ で 現われるo こ の こ と は, 労働
が r 前提された対象的形態に ある資本J から出発する故に , ま た労働者との交換に よ っ て
労働それ自体が資本の 対象的要素の 一 つ に なり, 資本それ自体の他の 対象的諸要素 く原材
料と労働用具1 と労働と の相違が 単に対象的なもの にすぎな い 故に , そう な の で ある三13,
労働 くIt - 労働力l は r一資本にと っ て は使用価値J で あるが, 労働者当人にと っ て は r単
な る交換価値, 現存する交換価値J で あるo つ まり, r労働者白身 に と っ て, 労働はそれ
が交換価値であり交換価値を生産 しな い かぎりで の み使用価値をも つ o 資本に と っ て , 労
働は使用価値で あるか ぎりで の み交換価値をも つ o . . 一資本は, 労働を生きた労働として,
富 の 一 般的生産九 富を増加させ る活動として , 購入する上
川
こ う した形態規定で与 えられた r資本の生産過程の契機J とし て の . 資本の 対象的諸要
素として の . 質料 く原材料および労働用具ほ 人間労働との 関連は, 明らか に生産 一 般 の章
に述 べ られる べ き r労働過程J 一 般とは区別され て おかねばならな い . と こ ろ で , こ の生
産 一 般 の章は編別構成 として は破棄されたけれども, 軒資本論A 第三 編第 五章第 一 節 に お
い て, 肝要綱A に おける形態規定をうけた労働過程 論とは区別され て 記述される こと に な
っ た. こ の場合, こ の 第 一 節が次節 r価値増殖過程J に た い し て 占める論理 関連が, 肝要
綱E9 で の規定と の関連で 当然問題とな っ て くる,
マ ル ク ス は 卜労働過程の 一 般的本削 が資本制の 下で も変化 しな い が三
15,
f資本家に よる
労働力の 消費過程J として なされ る こ と に よ っ て, 二 つ の 独自的現象が表われ ると述 べ て
32
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い たと17,だ が, 彼は資本制の 下で もf労働過程の 一 般的本則 は不変で あると いう の で ある
が , こ - で い う r不変阻 と はあくま で もrいかなる物も使用対象で ある ことなしに価値
で はありえな いJ とい う r二 者斗争的な . 使用価値および交換価値と して のJ商品くWarel
に 含まれ て い るr労働の 二者斗争的的性格j
18b意義で の , そ れ に関連した限りで の 定義で
あるo 資本制社会に おける富の原基形態 - 商品は, その 価値の担い手として 使用価値を前
提する こと に よ っ て , r労働の特殊な有用性 . ト 定のj 合目的削
り9 1
を も前提とし て い るo
r交換価値を生む労働J がr一 般的等価物とし て の 商品の 同質性J の うち に自己を実現する
とすれば , こ れ に対して r合目的的な生産的活動とし て の 労働J の方は r諸商品の使用価
値の 多様軌 の うち に 自己を実現して い る の である
く201
が , こ の商品体たる素材性 . 一 定 の
有卦性の うち に含まれ た, 使用価値を つ くり出すかぎりで の労働く合目的的な生産的清軌
紘, 自然素材と共に , 素材的富の 源泉をな して い るの で あり
t
,
2 H
商品体たりとも素材的富に
は変わりがなく, r労働の特有の社会的な - 形軌 たる 頂 換価値を生む労凱
く221
とは区別
され た宅労働1+
C23ぅ
の 対象化されたもの で ある
L
o
241
マ ル ク ス は言う.H 吏用価値たる商品体く上
衣 . 亜麻布などl は, 自然素材および労働という, 二 つ の 要素の結合したもの で あるj.
25 ,
商品体のう らにも析出しう る労働の こ の性格 - 有用 的. 合目的活動 - は, r人間の ど
ん な社会的形態ともかかわりの ない 生存条件J であり, r人間と自然との 問の素材交換 . つ
まり人間の生活を媒介するため の 永久的な自然的必然J で あるご
6,
商品体に対象化された労
働は, 生存条件 . 永久的な自然必然として の 労働行為 く労働過秒 の
一 つ で あ る. 従 っ て ,
商品の うちに 含まれ て い る r有用的労働J という性格は, どの規定された社会的形態に も
かか わりの な い 労働過程 - 般 とし て考察されうるo マ ル ク ス はおそらくこ の ように 言い た
か っ た の で あろうo 軒資本論A の 労働過程 論はこう した労働過程 - 般もしくは労働本質論
の積極的定義を含んで い る
C
.
271
資本制の 下の労働過程の考察は, 次節 r価値増殖過軌 で ,
商品と資本の生産過程とし て の労働過程と価値形成 い 増荊釦 過程の統 一 に お い て 解明さ
れ て い るの で あるo
次に , マ ル ク ス が与えた労働過程 - 般の 積極的定義に つ い て , 整理 し検討して みようo
こ れ は, か の 幻 に終 っ た生産 一 般 の葺 くだが篇別構想とし て破棄され た の で あ っ て , 杉原
四郎教授が指摘された よう に , r経済本質論J として マ ル ク ス の 理論体系の基礎によ こた
ゎ っ て い るl
く281
を含ん だ マ ル ク ス の経済学体系の再把握に と っ て の基軸をな して い るo
ゎ れわれはすで に生産物 順 用価胤 が人間労働と自然の 二要素の 結合からなる こと
く291
を知 っ て い るo そ こ で は, 人間の 欲望が人間をして 自然素材 く自分の 外部の 自然1 に働き
か けさせ て r自分じしん の生活の ため に使用されうる形態J で取得するため に, そ の自然
素材を r変化 させ るの で ある
t
.
301
我々 はそうした人間と自然との 間 の - 行為を労働 と呼
ぶ o こ の労働行為にお い て , 人間は自然素材その もの に対し て ト つ の 自然九 として 対
応する, つ まり, 腕 . 脚 . 頭 . 手 と い っ た自然力を運動させる
e
.
3 11
マ ル ク ス は, こ の連動に
お い て人間が自然素材の形態変化を行うのみ で なく, 同時 に自分自身の自然をも変化させ
33
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l
る く潜在的な諸力能を発展させ その 働きを自分自身の統制の 下におくう ことを述 べ て い る三32,
そ うした意味で, 人間の 労働とは, 蜘妹や密蜂の r作 割 とは区別された, 自分の 目的を
実現するため に r労働する諸器軌 を緊張させ , 意志を r注意 九 とし て発現させ ると こ
ろ の r合目的的な活 凱 く最高度な自然の営みl で あるご3 ,
労働もしくは労働過程は, もともと, 人間と r大地 Cdie ErdeI - 経済学的に は水を
も含む - J と の間 で 成立し て い るご
4,
マ ル ク ス は, 大地とい う本源的な自然素材を, こ の
よう に r人間の労働の - 般的対乱 すなわち r人間の助力なし に存在するものJ として把
達 し, か つ 一 他方 で , そ れ を r労働の 対象 へ の労働の働きかけを媒介するJ 労働手段とは
適うが, r労働過程が行われるため に総じ て必乳 でr直接に は 仁労軌 過程には入りこま
な いが過程は それらなし に全く行い えな いか, ま た は不完全に しかお こなわれえな いJ と
こ ろの r一 般的労働手 胤 としても把握して いるご
6,
っ まり, T大地 く水を含む1l なる自然
的富 く素榔 は, 人間労働に と っ て, ト 般的労働対象Jか つ ト 般的労働手 乱 で あり,
こうした全自然は r労働にと っ て 獲得された自然素 机 で はな い けれ どち, それら の持 つ
人間に対する有用性は根源的なもの で あるo
前出の 如く, 労働過程にお ける簡単な契機は, 0 労働そ の もの . 6,労働対象 . お よび0
労働手段で あるが三
37,
こ の うちの61と0が根源的に f大地 ぐ水を含む1l なる全自然であ る
が , ヨ リ展開され た労働過程に お い て は, elと0はそれぞれ次の 実体からな っ て い るo
el労働対象
く38l
.
■
1 il r 労働に よ っ て大地との 直接的関連から引き離される に すぎな い 一 切 の ものJ
封l
く天然に存在する労働対象l. I . . . .亡例えj 海川からとれた魚 . 原始林から伐採 され た
木材 一 鉱石から割りとられた鉱石
1 iil 原材料くr それ自体すで に い わばそれ以前の労働に よ っ て液過され て い る労働
対象 卜 - .亡例えコ すで に割りと一られ て い て こ れか ら洗浄され る鉱石
0労働手段こ すで に 加工 され く労働に よ っ て媒介され1て いる . . . . . . 渦 えコ 石の 道具 . 飼
く39 1育 され た動物 . 労働用建物 . 運河 . 道路 . 機械etc.
自然は ヨ リ展開された労働過程にお い て もなお入りこん で おり, 使用価値 く素材的富l を
生む母で あり つ づけ て い る. とくに 令 - くil は原材料 ならざる労働対象 二 資源で あ っ て そ
の ま l素材的富の - 源泉となりう るが, 同時に 交換価値の形成に はかかわらない . こ の よ
うに, 大地そ の もの と採取産業の 労働対象 く資源l は , 肝資本 制 体 系の 中で , 形態規定
ぐ流通の章l とは区別された実体規定に の みかかわる の み で ある.
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3. 必 然, 生産性および自由時間
マ ル ク ス 折資本論A に刻まれた経済の 実体的意味と形態的意味の区別と連関を吟味して
みると, 我々 は, マ ル ク ス の経済学が流通形態論の 諸定義の 発展と生産 一 般論と の 区別と
連関の 上に成立してきた面を無視しえな い o その 問題視角の 相違をさ て お い て みれば, こ
う した マ ル ク ス 理解を示 して おられ る先学として, 佐藤教授三り杉原教授く2,ぉ よび永谷清教
授
く3ユ
の 三氏がお られ るo とく に杉風 永谷両教授は, ア ル フ レ ー ト . シ ュ ミ ー ト の 業績と
共に, 我々 の こ の面 で の研究に と っ て大きな意義をも つ もの と言えようo
く補 注l 山 田鋭夫助教授は内田義彦教授 の 業積くF資本論の世 剰 岩波書店, 昭41 に つ い て 触
れて おられるo 筆者も同感 であ るが , こ の 稿 で は言及しえな か っ た. 山田 鋭夫rマ ル ク ス 研究の 新動
向JF 経済学史学会年馳 , 第16号, 昭53,1 1を参頗 o
F資本論A は, あくま で 商品 . 貨幣 . 資本 の 流通形態と資本の 生産 . 分配様式に かかわ
る形態規定を主とし て 意図したもの であ っ て , しか る意味で の r諸交換価値, 貨幣 . 諸価
格J を体系的に把挺する狭義の 経済学で あるが, そ れ に して もそ の狭義の経済学に と っ て
r どの程度までJ に全自然という実体規定として の生産 一 般を論理展開の契機 と して入れ
うるかというと ころを明らか にするため に , 他方で 肝資本論A の 中で は生産 - 般論 の充実
が試み られか つ それ を部分的に 含むもの で あるc こうした点からみれ ば, F資本 制 は生産
一 般と いう実体規定を完全に は展開したもの で はな い けれ ども, 古典派 くとくに リカ ー ド
ウl に おける実体規定と形態規定の 結果的混和を批判的に検討し つ つ , 富と その 生産の 素
材的内容の実体をも明示 しえ て い るの で あるo
従 っ て , こ - で は, 本稿をより展開するに あた っ て, こ う した生産 一 般 が狭義の経済学の
なか に は入る範囲に 関する検討とし て で はなくし て , 狭義 の学 く交換価値 一 般の 体系的解
弓即 が 予じめ前提として必要とした生産 - 般 くとりわ け自然と人間の 関係 二 労働過程が前
提とした白熱 が彼の人間および富把握 ぐ生産性お よび自由時間l にと っ て 占め る意義に
関連させ つ つ , 今少 し検討を加えて おく.
b
杉原教授は, r労働と欲求の動的相関関係を核心とする経済の 本質J をr使用価値の豊富
仙 および r自由化された時間J に求め っ も, こ う した富と人間の再生産に つ い て 次の よ
うな注意を述 べ られ た - r わ れわれの 生活を根本的に ささえ て い る太陽熱 . 空気 . 水 と
い う三 つ の ものを考えただけで もわかるように . . . . . ., 各種の 鉱物 . 生物資源を含んで い る
天然的な生産手段の 消費に よ っ て は じめ て富 の再生産が可能で あるとい う事実を考え合わ
36
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せ れば 一 層明瞭で あるように , 人間及至は富の 再生産は, 宇宙 の中 の太陽系に属する - 遊
星 における生物界の--一 環 とし て成り立 つ もの で ある. . . I . . .Only o ne ea rth.1 という ことが
全人類に と っ て切実な問題となり つ つ あ る今日, 宇宙 - 生物 - 人間の相互関係を, 経済本
質論と して あらため て認識す べ き で あるj.
5,
こ の 指摘は, 経済学の 範囲を f価値と分配 お
よび資本制生産の 形態 く構造 . 過程う の解明に限定するこ とか ら転換して , そう した経済
■
的形態規定を富と社会の 福祉, 種とし て の 人間の 幸福と発展にかかわる実体規定との照応
に お い て行うこ との 必要を促 して い る, と理解した い o マ ル ク ス に即し て こ の問題を考え
るならば, 初期および 粁 ドイ ツ . イ デ オ ロ ギ ー A 時期の問題視角 くr人間の 生産諸力がそ
れ相応の土台の上で展開しJr人間に と っ て の人間による人間的本質 の 現実的な獲得J に
至 るま で は, r人間的自然の 斗削 が存在するl
く6 J
か らひき継がれた 肝要綱迎 における資本
の文明化作用論 - 生産性 く使用価値の豊富化 . 自由時間の 増加l に 基づ い た共同的社会
へ の歴史の移行に占め る資本の 意義 -
く7ユ
を, 今 - 度 肝資本 馳 における実体規定面との
関連で吟味すること で あるo
こ の場合, の ちに 1 8 7 5年 5月 - 当時肝資本論A 仏語版の 最終分冊が完成 一 に マ ル
ス が記した 粁ドイ ツ労働者綱領評注くゴ ー タ綱領批判IAの 中で の 次の 二点が留意される べ
きで あるo 第 一 o r労働はす べ て の 富の 源泉で はない . 自然もまた労働と同じ程度に使用価
値の 源泉で あり くそして 物的富はた しか に これ らの使用価値か ら成り立 っ り , 労働その も
の も ー つ の 自然力すなわち人間労働力の発現に すぎな いJごユ第 二o fい まようやi 資本制社
会からうまれ たばかり の 共産社会は, ド. . . .j 全ゆる点で C. . . . . .j それが生まれてきた母胎
たる旧社会の母班をまだ帯びて い るo 従 っ て , 個々 の生産者は, 彼が社会に与えた の と正
確に同じだけの もの を - 控除を行 っ た上で - 返 して もらうo 彼が社会に与えたもの は彼
の個人的労働量 である. E. . . . . .j こ Ti で は あきらか に , 商品交換が等価の交換である限りで ,
■ ■ ■ ■ ■
こ の 交換を規制する同じ原則が支配して い るoC. - . . .j 平等な権利 は つ ね に ブ ル ジ ョ ア的な
制限に つきま とわれ て い るo 卜. . . .コ 平等は ひ としい尺度で , す なわち労働で測定されるo
共産社会の より高い段階に お い て , C. . . . . .コ 労働その ものが生活の 第 一 の 欲求とな っ たのち,
個人 の全面的発展に ともな っ て生産力も増加し, 協同社会的富の全ゆる源泉が 一 層豊か に
湧き出るよう に な っ た時, C1 . . . . .j 社会はそ の旗 に こ う書く ことが できる - 各人はその 能
力に応じ て , 各人はその 必要に応じてJご,
肝資本論A 仏語版 へ の 推蔽を重ね て 得られた以上の 言葉の 外に , マ ル ク ス に は, 肝要綱A
における指摘 - 真実の経済 - 節約を r労働時間の 節約J と r生産の ための 力の 諸能力 .
享受 の能力の発 風 - 柑 由に処分しうる時間J として の 富の 把軽
く10L が あるo 暇 剛 の
マ ル ク ス は, 杉原教授の研究で全面的に浮び上 っ た論点で あるが, チ ャ ー ル ス . W . デ ィ
ク ル の r時間の経 汎 論を引用して , 富を次の ように定義して い るの で あると
11 ,
r資本はそ
れ自体過程的予暦で あるo 卜 . . . .コ 資本は累進的に過剰労働時間を必要労働時間に と っ て の
条件- 死活問題- と して措定するo 従 っ て, 一 面から見れば , 資本が科学と自然の , ま た
37
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社会的結合と社会的交易の - 斎の 力を呼びお こし て , そ の結果, 富の 創造をそれ に用 い ら
れた労働時間とはかかわりの な い く相対的にl もの に しようとするo 亡従 っ てこけ1 2時間の
労働の かわりに 6時間の 労働がなされ るとき, - 国民は真実に富むの であるo 富く wealthl
とは剰余労働時間の 支配 で は なくしてJく実在的富I r全て の 個人と社会全体の ため の 直接
的生産に使用された時間以外の , 自由 に処分で きる時間で あるJ亡デ ィ ク ルj 軒41eI国民的難
局診の 原因と対 剰 1 8 2 1年, 6 副三12,っ まり, f f富とは自由に処分できる時間で あ っ て そ
れ以上の もの で はな いJ仁同上2 7頁j上13,
資本制社会の富は, r他人の 労働時間く剰余労働時間l の窃盗J として の資本に よ っ て生
産された - 従 っ て 労働 く過程l が資本の 生産過程に 内包され, 労働時間が富の尺度とな
っ て い る - 商品形態とし て表われ るが三
14,
科学の生産 へ の応用に伴われ て出現した大工業
は それ自体と し て, 決 し て交換価値 く- - 商品 . 貨幣 . 資本J の形態規定を止揚する ことな
く
く15三r労働を資本の 生産過程の外に 出しJ,r労働者を生産過程 それ自体 に対して r監視 割
r規制 割 として 関係させるJ
り6 1
に 至るだろうo マ ル ク ス は r将来の 労 凱 を予言 した こ の
労働過程の 変ぼ うに つ い て こ う述 べ て い る. r大工業 が発展すれば する程, 現実 的富
くde r wirkliche Reichtu mlの 創出は, 労働時間と充当され た労働量とに 依存するよりも, む
しろ労働時間中に動員される渚作用因の力に依存するよう に なるo 卜 . . .コ も早, 変形され
た自然物を客体と自己と の 間に 中間項として挿入するの は労働者で はな い o むしろ労働者
は, 産業過程に変換させ た自然過程を, 自己と彼が制御する非有機的な自然との 間に道具
と して ね じ込むの で あるo 労働者は生産過程の 主作用因で なくな っ て , 生産過程と並んで
盛
親われ る. こ の変化に お い て , そ れ は, 人間 に固有の 一 般的生産力の領有くAneignqngl
彼の 自然理解 . 社全体と して の人間の定在を通じて の自然の 制御 くBeher rs chu nglで あるo
一 言で言えば, 社会的個人の発展なの で あり, これ が生産と富の 主柱として 現われ るの で
ある上m
肝ゴ ー タ 綱領批判A に 言う r労働が生活の第 一 の 欲求となるJ ことと, こ Ti で の r社会
的個人の発 風 の生産過程的内容 く労働が生産過程に 内包され なくなる こ と1
く18J
t は, 平行
的事態で あり, 同じ事象の 異 っ た角度から の把握を なし て い るo つ まり, 大工業 に伴う生
産過程の変ぼうは, r資本それ自身の過程的予盾J と して , 大衆の 剰余労働をそ の 発展の 条
件とする度合を減じて , r剰余労働を産出するための 必要労働時間の引下 机 で はな いr 一
般 に社会の 必要労働の ある最低限 へ の 縮減J の条件を産出
りgJ
するものとしてあり, それは,
労働者を社会的諸個人と して 産出し, 彼をして
i 人間に固有な 一 般的生産力の領有
ii そ の 自然理解
ii 社全体と して の 定住を通した自然の制御を可能ならしめるo 資本は , 過程的自己予
盾とし て r労働に基づく分配J を止揚し つ つ, r必要に基づく分配Jの 社会的基礎 . 物質的
条件を産出する, と い う把握で あるo と こ ろ で こ - で注意す べ き こ とは, マ ル ク ス が資本
38
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の 下で の こ うした労働生産過程の 変ぼうを, そ れ自体 r交換価値に立脚する生産の崩壊J
とし て も把握して いる点で あるが, これ に つ い て は別 の機会の 検討に 残し ておきた い o こ
も で は, 以下の と こ ろの みを検討しようo こ う した資本制下の 過程的自己予盾とし て の 労
働生産過程の 変ぼ うを, マ ル ク ス が人間と自然の素材変換 く代謝過程j と して の労働過程
二 生産 一 般の 本質を も変えるもの とし て把握し て い る の か否か に つ い て で あるo
マ ル ク ス は こ の 点を 折資本論A 第4 8章 r 三位 一 体的範式J で 次の ように 示唆して い る
- r自由の領域は, 事実上, 窮乏と外的合目的性とに よ っ て規定される労働がなくなる
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
と こ ろ で , は じめ て始まるo だか ら, それ は事態の 本性上, 本来の 物質的生産の部面の 彼
岸の もの であるJご
o ,
剰余労働の 生産性に 依存した資本は, つ い に は自然と社会化された人
間との 素材変換 二 労働過程を, r合理 的 に規制 し, 彼らの共同的統制の もと に おくJ -
r最小の 力を充用して彼らの人間性に最もふ さわ し く最適な諸条件の 下で, こ の 素材変換
を行うJ- - よ う な段階 - 彼岸を用意する, と い う r開花的側 臥
く2 り
を有する. だが, 餐
本 による労働の領有を止揚しな いか ぎりは, 依然として ま だ此岸 - r 必然の 領域J が支配
的であるo その彼岸に ある r真の自由の領域J, 必要 に よる分配原理の 保障こそが人間の
力の 発展を自己目的と して行わさせる の で あ っ て , こ う した領域がはじまり, か つ 社会の
支配原理と なるため の 根本的条件は, r労働日の短軌 であ るご
2,
r自由の 領域J, r必要に よる分配J の 支配する段階 くコ ン ミ ュ ー ン 社会j で は, 剰余労
働は r敵対的な形態J をとりがたく, r資本に よる労働の 領有J は完全に止揚され ており,
合理的 . 共同的に統制された労働過程 く素材交換l が r人間の力の 発展J として r自己目
的的J にお こ なわれうるo つ まり, 素材的富自体の 生産の ため に人間と自然が 投入される の
で はなくして , r社会化 され た人間J の力の発展が目的的に お こ なわれうるo そ の社会的
個人はまた自然を理解し, 自然を制御する こと, 論をまたな い
t
.
241
富 は, 労働生産物 - T欲
望の充足J, 古典派の いう r生活必需品および便益品J をはなれ て , r自由に 処分できる時
間J - 余暇と享受その ものとな っ て い る. そ こ で は, r労働時間J はそうした嵩を創造する
実体 く費用の尺度1 と して残るo つ まり, 労働時間は, r正常な分量J に制限され て , か つ
r他人の ため で はなくわたし自身の ためJ に , 富 く自由に 処分で きる時間l の 基礎と して残
され るの で あるご5,しかる意味で , , 労働は T生活の第 一 の 欲刺 と な っ て い るo
マ ル ク ス は, 未来社会に お い て なお労働が廃棄されえ な い で人間自身の r自由な行為J
とし て . 富の 基礎と して 残ると考え て い る以上, 自然は, 人間 に外的な物質的素材とし て
. 人間の 対象的活動に よ っ て 同化され克服され る べ きもの として 留ま る, と 認識されな け
ればならな いo だが, 自然は マ ル ク ス に お い て もまた, r人間の 目的の たん なる素材J とし
て の み評価され て い たの で あ ろうか
t
o
261
勿論, シ ュ i ッ ト 同様 に我 々 もまた, 自然が マ ル ク
■ ■
ス に と っ て 何ら積極的な形而上学的原理 で はな い こ とは前提で あるご
7,
自然は, 生産性の上
昇で , 人間 の生活の再生産に 必要とする r労働の時間J が短縮され て い て も, 人間の発展
二 欲望の拡大に伴 っ て 拡大した r自然的必然の領域J - 物質的生産 く使用 価値の生産j と
39
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い う此岸を維持し つ づ けるの である
t
o
28J
ま た他面で, 社会的諸個人は, 自然と彼らと の 素材
交換に お い て , も早 r盲目的な九 とし て の 自然強制 . r盲目的 で あ っ た社会的生産過程
の 自然九 に よ っ て 支配され る ことはな い に せよ, シ ュ ミ ッ トの い うよう に , r人間が生理
的存在として 直接に 自然とか らみ合 っ て お り, 自然の循環 の
一 分岐で あるj
29J
か ぎり , つ
まり生物として の種と い う自らの 生命と生活を再生産 . 維持する以上 自然界の 際立 っ た
最高の種で ある こと に よ っ て 主体と して 現われ て労働 - r自然を否定し対乱 するにせよ,
r自然必然性J から解放される ことは な い . r必然の 王 乱 は人間化され て ど こま で も残存
し, それ に基づきか つ 支配的領域とな っ た r自由の 王乱 と共に , 人間の 自己実現の
一 領
域となりう る
t
o
301
こ の こ とは, f必然の王 臥 卜 労働過程l が自然に よ っ て 措定され つ づけ
ると い う命題によ っ て 支持されなければ ならな い であろうo
く註l
山 佐藤, 前掲論文
く21 杉原, 肝前掲書EB
t3J 永谷 清F
l
科学 と して の 資本論血 弘文堂, 昭5 0.
t4J 勿論, 流通形態 が社会的 . 自然的実体を包接 した もの と して 資本の 生産過程 . 分配過程が問題
とされ る の で あ るo
く5I 杉原, F前掲書A, 10頁o
t6Iマ ル ク ス F 経済学. 哲学手稿A, 国民 文庫版, 145 - 146瓦 F ドイ ツ . イ デ オ ロ ギ ー A 広 松版
く河出書房新社l, 18頁 o
m r資本のう冬にうちた て られ た生産 は, - 方で は普遍的 な産業労臥 すな わ ち剰余労働, 価値
を創造す る労働を つ く り出す と同時に , 他 方で は自然 と人間の諸性質を全般的ほ利用す る体系,
- 般的効用性の 体系を つ くりだすJくMa r x, Gr u ndris s e,ibid. , s. 313.lo
t81マ ル ク ス 折ゴ ー タ綱領批判A, 国民 文庫版 36頁.
t9I 同上, 45頁 o
uo7 M ar x, Gn 血 risse, ibid. , s s.596
- 599.
t111杉原, 軒前掲書A, 6200 63頁.
く12I M a r x, Gr u ndris s e, ibid. , s s. 393
- 394.
t13J Ibid. , s . 301.
u41工bid. , s s. 592
- 593i595
- 596.
u51 独占価格と市場価値 に関する論争を想起するだけで十分で ある.
u6J M ar x, ibid. , s. 59 2.
t171 Ibid., s s. 592- 5 93.
u81 こ の こと ば, 労働 の 時間が r富を創造する実体Jr富 の生産が必要とする費用 の 尺 劇 であり
っ っ け る こ と くW e rke, 24, ss. 12- 13.I, r高い 性 乱 をも っ た 生活 そ の もの の 欲 求で あ る こ と
くFゴ ー タ 綱領批判A 同上, 45頁ol と矛盾しない o
u91 Ma r x, Gr u ndis s e, ib id. , s. 593一
伽 M a r x,
. L
Da s Kapital,
ガ
ibi d. , s. 828.
C211 工bid. , s. 828.
C21 Ibid., s. 8 28.
脚 Ibid. , s .828.
伽 M a r x, Gr u ndis s e, ibid. , 良 . 593
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脚 W e ,ke, 24, s s,121 3. 古 典派 の 中でも シ ス モ ン デ ィ は すで に 富の 実体を しか るも の として把
握しえ て い た. 拙 稿 r シ ス モ ン デ ィ に お ける富と再生産 の 概創 折経済学研剤 , 第 40巻第1号参
照 o
鍋 大内力 r マ ル ク ス 経済学 の 公準J F経済学と現代退, 東大出版会, 昭49を参照 o
g n シ ュ ミ ッ ト W 前掲書A 154頁 o
Q81 M a r x,
. I
Das Kapital,
,,
i bid. , s. 828.
脚 シ ュ ミ ッ ト, 154頁 o
く301同上, 159頁o
4. 一 応の 小括
マ ル ク ス の自然概念は二 重の構成を有する. 自然概念は r 一 個の 社会的カ テ ゴ リ ー J で
あ っ て , 人間の 歴史と社会の 形態規定の 内部に それ に関連する範囲で とりあつ かわれるが,
他方 で はまた, 人間の 歴史と社会をも r 一 個 の自然力 テ ゴリ ー Jr全現実としての 自然の 内
部に依然と して とどま っ て い るJ もの と して把握して い る こ とで あると
り
T資本に よる - つ
の 社会的段階の生産J の 内部にお い て, た しか に自然ははじめ て r人間に と っ て の 純粋な
対象 . 純粋な有用軌 となり, もはや 帽 立的な加 と して は認 められ て い ないTだが,
自然は, 商品 . 貨幣 . 資本 の形態規定で あらわれる r資本による生産J にと っ て , 素材的
な前提 . 対象 . 担い 手と して は絶対的な制約なの で あるo 大工業と科学技術の 適用に基づ
い た r資本自体に よる資本の 止揚J は, 交換 く市場l と労働量 による価値形成増殖のため
の生産に伴われ た生産性の上昇に 基づ い て , 欲望充足と必要とに よる使用価値生産 . 自由
時間 く効用と享楽の享受 二 人間的必要の 充足l を富内容とする人間の 発展段階を用意する.
だ が, こ の 資本の 開花的側面は, あ る い はそれ の彼岸に 開かれ つ つ あ る自由の領域は, 自
然をた で の 人間という種だけ の特殊的な欲望を効率的 . 経済的 . 便宜的に 充足するため の
素材 . 空間と い う限りに お い て r 理解 . 制御するJ こと に な っ た
C
o
3 1
勿論, マ ル ク ス は, 資本の切り開 い た発展段階における人間に よる こ うした自然のと り
あ つ か い を予感し つ つ - r人間の欲望に自然を従属させるため の 策略J として の r自然
の自立的な法則の 理論的認 乱
く4 L も, 彼自身, 自然を人間の 社会的労働に よ っ て 質的に
獲得されるr豊かな素材世界J く但 し人間の自然化に よ っ て自覚され て くる素材性l として ,
力点的に把超する. そ して , マ ル ク ス が人間に よる自然の破壊を問題視する場合も, も っ
ぱらそ の形態規定に お い て と らえが ちで あ っ た. 例えば, I-資本制生産J を総称して r
-それ
は同時に す べ て の富 の 源泉たる大地と労働者とを破壊する こと によ っ て , 社会的生産過程
の 技術お よ び結合 く協業j を発展させるJ と
t
.
5 1
大内教授は, 今 日我々 の 当面する環境 . 餐
源等の 諸問題を単純に r形態的なものJ く資本制の利潤追求原理l と して の みとりあ つ か い
え な い こ とを述 べ て おられるが , 氏が提起した論点は, マ ル ク ス をもと らえた 卜経済学の
公準J が あlる面で r人間 の本性に かかわる超歴史的なものJ として肯定され て い た, と い
41
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ぅと こ ろ であ っ た
t
o
61
こ の指摘は, 本稿 で検討したよう に , マ ル ク ス に お ける素材的富生産
に おける自然把握の 一 つ の 問題性を示唆して い るo
ペ テ ィ は r大乱 を素材的富の マ ザ ー と 呼び, そ の点を マ ル ク ス に よ っ て 正当に も評価
された o こ の ペ テ ィ か ら マ ル ク ス に至る経済学史にお い て , 経済学は, 商品経済と資本制
生産に かかわ る経済的形態規定を明確に なして きたが , その 代償と して , 素材的富の
マ ザ
ー た る自然の把握を, 大幅 に拡大する人間欲望の充足の ため の 素材として
一 面化し, 人間
の 自己実現に おける労働の 意義を実体規定面に お い て も主要なもの とみな し てきた o 古典
派に お い て は富を有用な労働生産軌 とくに生活必需品および便益品と い う フ ロ
ー に お い
て 把え三
7,
ま た マ ル ク ス も, 人間が自ら の生活境遇 を改善す べ く努力する こと くス ミ ス の規
定l が , 物質的豊か さ の彼岸に は じま る自由の領域に と っ て の要 で あるか ら, 拡大する欲
望充足のための 本源的な倉庫 一 武器庫で ある自然の 無限大は暗黙の前提とされ て い るo と
い
ぅよりも自然それ自体の 制約は意識的に とりあ つ かわれ なか っ たo 彼らは, 物質的豊かさ
を求め る人間の経済活動が自然の再生 く秩尉 を人工的に撹乱し, ま たそれ自体の 容量と
突合する ことを問題視 しえ なか っ た o 自然を制御すること く土地一共同的な永久的所有,
交替する人額諸種族の 連鎖の 譲渡す べ から ぎる生存および再生産の条件とし て
の土地-の
柑 覚的合理的な取扱 いJ
く81
1 は理解 し つ つ も, 逆に 自然に よ っ て人間の経済活動の 制御と
許容量が決まる べ き こ と の 側面は捨象されて い たo マ ル ク ス の 場合 くそし て シ ス モ ン デイ
の 場合もl, そうした人間の 経済活動の 制御は体制選択もしくは改革の 問題 で あ っ たo こ の
ことは, マ ル ク ス が経済学の体系化にお い て , 実体規定として の生産 - 般論を完全な編成
で展開せず, 従 っ て学史的に も十分に 吟味しえなか っ た こ と に もよ っ て い る で あろうo あ
る意味で, そ れ自体が 19世紀資本制という時代の 制約で あ っ たの かも知れな い o
く註l
く1I シ ュ ミ ッ ト, F前掲書A, 192頁 o
く21 M a r x, Gru ndris s e, Ibi d. , s . 313.
t31 r資本制生産様式 は自然 に た い す る人類 の 支配を内蔵するJくMa r x,
.LDa s Kapital,
,, ibid. ,
s. 53 61 とい う こ と は, こ の 場合 マ ル ク ス に おい て も肯定的に評価されて い るo
t4I M a r x, Gr u ndris s e, ibid. , s. 313.
く5I 大内, 前掲論文, 10-24頁o
f6J M a r x,
I . DA B Ka pital,
乃
ibid. , s s. 5 29
- 530.
m 大河内 一 男 r7 ダ ム . ス ミス と 阿国富論AJ, 中央公論社版 軒ア ダ ム
. ス ミス三 国 富副 , 昭43.
38頁o
t81M ar x, ibid. , s. 820.
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槌 卸 本稿を脱稿 して 半年が経過して い る. こ の 間に 筆者 は土地制度史学会秋季学術大会
く1978. 10. 6. 於東京大判 で同題目の 報告を行う機会をも っ た o こ の 報告は, 本稿に よ っ て
マ ル ク
ス 経 済学体系 における自然 . 環境問題の 原 理的とりあつ か い の 位相 に つ い て 行 っ た 吟味をもと に して ,
更に 価値論 の 再検討, 環境経済学お よび厚生経済学の 分野 における効用価値の 見直しと表示の 諸研究
や経済学体系の 枠組 に 関す る諸見解 く例えば M ate rials Bala n c eM odelsI に 及ん で
い るo こ
れ に つ い て は別稿で成文化しつ つ ある ので , 本稿 へ の 書き込み は おこ な わな い ことに したo ど了承願
い たい く昭53. 1. 10lo
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